
ビクトリーグループ21期�期　SGDs活動レポート



地域社会への貢献‌

各種資格取得制度の拡充‌各種セミナーの受講‌各部門　品質向上・顧客満足向上　PDCA会議‌男性育児休業等推進宣言企業の登録運動支援‌協会けんぽ　健康経営宣言‌

7つの課題と該当する17の目標‌ これまでの取組実績‌ 今後の課題‌
エコドライブ運動‌植樹活動・寄付活動　森林保全‌自家消費発電システム(太陽光発電システム)‌電気自動車の導入(営業車)‌

工場・事務所　省エネ運動‌スコープ3‌RE100　再生エネルギー導入‌

解体工事における分別解体・分別排出及び‌リノベーションにより既存躯体の再利用‌処理施設における徹底分別・新たな再資源化技術の導入‌DX→ペーパーレス化‌グループ拠点で発生する古紙・段ボールの定期回収→ リサイクル（非焼却化）‌

グリーン購入‌雨水利用（洗車）‌

地域清掃活動‌石綿調査事業立ち上げ‌法改正（工事前の事前調査）の受け皿として当然飛散防止解体工事も含む‌フロン放出抑止　法改正周知・遵守・普及活動‌
ストレスチェック‌喫煙率削減‌八潮市内シェアー・子育て支援‌健康経営優良法人・ブライト500‌エコ検定・SDGSマスター‌電気ユンボの導入‌

各種資格取得制度の拡充‌各種セミナーの受講‌各部門　品質向上・顧客満足向上　PDCA会議‌
こども食堂活動支援‌乳児院・孤児院・各自治体の子ども支援事業への寄付活動‌

災害時協定（八潮市）‌災害時協定（三郷市）‌

埼玉県SDGsパートナー活動‌エコアクション21活動‌優良認定取得‌
BCP（事業継続計画）の策定‌障がい者・高齢者雇用‌ガバナンス強化‌ビクトリー森づくり（キャンプ場・森林植樹）‌コンプライアンス強化‌

カーボンオフセット‌

廃棄物と資源‌

生活環境・公害対策‌

労働環境改善と健康経営‌

働きがい・人財教育‌

その他の取り組み‌

当社グループは、持続可能な開発目標（SDGs）達成に貢献できるように、一つ一つの課題に長期的視点で取り組み、従業員・顧客・取引先・地域社会など、あらゆるステークホルダーにとって必要な存在となるように、そのうえで、当社グループが事業を継続的に成長させるための7つの課題を設定しました。‌

2030年目標‌



活動遍歴‌
該当する17の目標取り組んだSDGs活動年表

・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・子ども食堂　運搬支援　八潮市福祉協議会さんから子ども食堂さ　んへ飲料水の運搬
・彩の国みどりの基金　感謝状贈呈
・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・子ども食堂　運搬支援　丸宮食品さんから子ども食堂さんへ食品　の運搬　
・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・子ども食堂　運搬支援　ハーベストジャパンさんから子ども食堂　　さんへ食品の運搬　
・彩の国みどりの基金へ寄付
・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・グループ拠点周辺の清掃活動

2025年1月

2025年2月

2025年3月
2025年4月

2025年5月

2025年6月 ・グループ拠点で発生する古紙・段ボール　の定期回収
・埼玉県春のプラごみゼロウィークに参加　グループ拠点周辺の清掃活動
・彩の国みどりの基金　大宮公園の桜の再生貢献の桜守証書の授　　与

・健康経営会議の開催

・ビクトリー本社　室内喫煙所廃止
・ビクトリー本社　休憩スペースが完成
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古紙・段ボール非焼却化‌室内喫煙所の廃止と休憩スペースの完成‌
その他取組み‌ 大宮公園の桜の再生貢献‌

ビクトリーグループ‌SDGs トピックス‌(2025年1月~6月)‌

「彩の国みどりの基金」は、埼玉県が主催する環境保全活動を支援する基金で、
地域の自然環境を守り、次世代へ継承することを目的としています。2008年の設
立以来、県民や企業の寄付を受け、森林の整備・保全、都市部の緑化推進、県民
運動の展開といった活動を行っています。この基金の財源は、自動車税収入の
1.0％相当額と、県民や企業からの寄付によって支えられており、これにより埼玉
県全体で持続可能な環境づくりが進められています。当社もこの趣旨に賛同し、
2022年から寄付を始めました。その貢献が評価され、感謝状を贈呈されました。
SDGsの目標でもある「気候変動に具体的な対策を」「陸の豊かさも守ろう」「パー
トナーシップで目標を達成しよう」を目指して、今後も環境保全活動への協力を通
じて、持続可能な社会の実現に貢献していきます。‌

Topic 01‌ 彩の国みどりの基金　感謝状授与‌
カーボンオフセット‌該当する課題‌

Topic 02‌ グループ拠点周辺の清掃活動　5、6月に開催‌
当社では、地域社会への貢献と環境美化を目的として、2025年5月および
6月にグループ各拠点周辺での清掃活動を実施しました。社員が拠点ごと
に分かれ、歩道や植え込み、ごみ集積場周辺などを中心に、可燃ごみ・不
燃ごみ・プラスチックごみに分けて回収を行いました。‌
今回の取り組みは、地域の景観保全やポイ捨てごみの削減につながるもの
であり、SDGs目標11「住み続けられるまちづくりを」、目標14「海の豊
かさを守ろう」などに貢献するものと考えています。今後もこうした地域
とのつながりを大切にしながら、持続可能な社会の実現に向けた活動を継
続してまいります。‌

該当する課題‌ 生活環境・公害対策

代表取締役　堀越 敦(左)　埼玉県 石井 貴司環境部長(右)　‌

太陽光発電システム　結果‌ 子ども食堂　食品運搬支援‌

発電量　　　　　　　　7064kWH‌
売電量　　　　　　　　2405kWH‌
買電量　　　　　　　　5969kWH‌
消費量　　　　　　　‌  ‌10629kWH‌
自家消費量　　　　　　4660kWH‌
自家消費分CO₂削減量　 2022.44㎏‌
売電分CO₂削減量　　　 1043.77㎏‌
総CO₂削減量　　　　　 3066.21㎏‌
スギ成木換算本数　　　約219本‌

該当する課題‌ カーボンオフセット‌ 該当する課題‌ 地域社会への貢献‌
当社は2022年より本社所在地でもある埼玉県八
潮市で活動をされてる「子ども食堂ほっぺ」さ
んと連携し、食品の運搬支援を行っています。
NPO法人セカンドハーベスト・ジャパンへ寄贈
された食品を当社が所有しているトラックを活
用し、食品を運搬することで、子ども食堂の運
営をサポートしています。この取り組みによ
り、運営されてる方々の負担を軽減し、地域の
子どもたちが安心して食事をとれる環境づくり
に貢献しています。また、食品の安定供給を支
援することで、食の安全と健康を守る一助とな
ることを目指しています‌


